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現
在
の
日
米
関
係
は
、
小

泉
・
ブ
ッ
シ
ュ
両
首
脳
の
親

密
な
関
係
も
あ
り
、
「
過
去

最
良
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
だ
が
、
貿
易
摩
擦
で

火
花
を
散
ら
し
た
時
代
に
比

べ
、
懸
案
事
項
が
減
っ
た

分
、
日
本
に
対
す
る
関
心
度

が
大
幅
に
低
下
し
、
シ
ン
ク

タ
ン
ク
な
ど
米
国
の
研
究
機

関
は
、
ア
ジ
ア
研
究
の
重
心

を
日
本
か
ら
中
国
に
シ
フ
ト

さ
せ
て
い
る
。

大
学
・
大
学
院
で
も
同
様

の
現
象
が
起
き
て
お
り
、
中

国
研
究
を
専
攻
す
る
学
生
が

増
え
る
一
方
、
日
本
専
攻
の

学
生
は
減
っ
て
い
る
。
こ
の

状
況
が
続
け
ば
、
日
米
の
パ

イ
プ
役
と
な
る
知
日
派
が
減

少
し
て
い
く
の
は
火
を
見
る

よ
り
明
ら
か
だ
。

米
国
で
進
む
「
日
本
離

れ
」
に
歯
止
め
を
掛
け
よ
う

と
、
昨
年
五
月
に
ワ
シ
ン
ト

ン
に
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
、
「
セ
ン
タ
ー
・
フ
ォ
ー

・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・

エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｃ
Ｅ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
）」だ
。
総
合
商
社
・
双

日
ワ
シ
ン
ト
ン
事
務
所
長
の

多
田
幸
雄
氏
が
理
事
長
を
務

め
る
。

発
足
か
ら
ま
だ
一
年
足
ら

ず
だ
が
、
最
も
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
、
日
本
に
関
心
を

持
つ
若
者
の
就
職
支
援
だ
。

日
本
に
か
か
わ
る
職
場
が
見

つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か

く
の
知
日
派
予
備
軍
も
埋
も

れ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

実
際
、
米
国
の
シ
ン
ク
タ

ン
ク
で
は
日
本
専
門
家
の
ポ

ス
ト
が
相
次
い
で
減
ら
さ
れ

て
お
り
、
「
日
本
関
連
で
は

メ
シ
を
食
え
な

い
」
と
い
う
状

況
が
現
実
問
題

と
し
て
生
じ
て

い
る
。
就
職
支
援
活
動
に

は
、
将
来
の
展
望
を
示
す
こ

と
で
、
日
本
専
門
家
を
志
す

若
者
に
希
望
を
持
っ
て
も
ら

う
狙
い
が
あ
る
。

多
田
理
事
長
は
「
教
育
交

流
や
文
化
交
流
な
ど
単
発
的

な
事
業
は
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
そ
れ
を
い
く
ら
繰
り
返

し
て
も
、
将
来
性
や
生
活
の

糧
は
見
え
て
こ
な
い
。
だ
か

ら
、
わ
れ
わ
れ
は
就
職
支
援

に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
」
と
語

る
。広

報
担
当
の
松
山
幸
子
理

事
も
「
私
た
ち
の
活
動
を
一

言
で
い
え
ば
、
『
国
際
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
』。育
成
か
ら
専
門

的
職
業
に
就
職
す
る
ま
で
、

十
年
プ
ラ
ン
で
す
べ
て
面
倒

を
見
て
い
く
」
と
強
調
す

る
。Ｃ

Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
に
と
っ
て
最

初
の
事
業
と
な
っ
た
の
が
、

帝
京
大
学
と
共
同
で
行
う
フ

ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
だ
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
米
国
人
を
大

学
院
修
士
課
程
か
博
士
課
程

に
学
費
、
生
活
費
、
保
険
料

免
除
で
受
け
入
れ
る
一
方
、

大
学
で
英
語
教
育
ア
シ
ス
タ

ン
ト
し
て
働
い
て
も
ら
う
と

い
う
も
の
。
米
国
の
若
者
に

日
本
で
修
士
号
・
博
士
号
を

取
得
さ
せ
る
と
同
時
に
、
就

業
体
験
も
さ
せ
る
と
い
う

#
一
挙
両
得
$
の
作
戦
だ
。

帝
京
大
の
ほ
か
に
も
、
複
数

の
学
校
法
人
が
今
年
九
月
か

ら
同
様
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ

を
実
施
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
。

こ
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
の

特
徴
は
、
日
本
政
府
が
実
施

し
て
い
る
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（
語
学
指
導
等
を
行
う

外
国
青
年
招
致
事
業
）
の
修

了
者
を
主
な
対

象
と
し
て
い
る

の
が
点
だ
。
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
じ
て
、
日
本

で
滞
在
し
た
経

験
を
持
つ
外
国

人
は
三
万
五
千

人
を
超
え
る
。
だ
が
、
そ
の

後
の
サ
ポ
ー
ト
が
行
き
届
い

て
い
な
い
た
め
、
日
本
と
か

か
わ
り
の
な
い
職
業
に
就
い

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ

の
た
め
、
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
就

職
支
援
は
、
彼
ら
の
「
受
け

皿
」
を
つ
く
る
意
味
合
い
も

あ
る
。

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
「
第
一

号
」
と
し
て
今
年
四
月
か
ら

帝
京
大
大
学
院
に
通
う
ハ
ワ

イ
出
身
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
津
島

さ
ん
（
２６
）
も
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
修

了
者
の
一
人
。
石
川
県
輪
島

市
で
三
年
間
、
英
語
の
指
導

助
手
と
し
て
働
い
た
こ
と
が

人
生
の
転
機
に
な
っ
た
。「
輪

島
の
皆
さ
ん
に
温
か
く
受
け

入
れ
て
も
ら
い
、
心
が
落
ち

着
い
た
。
将
来
も
日
本
に
か

か
わ
る
仕
事
を
し
た
い
」
と

抱
負
を
語
る
。

知
日
派
の
育
成
は
政
府
も

民
間
も
必
要
性
を
感
じ
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
総
合
的
な
取

り
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
だ

が
、
今
回
、
知
日
派
育
成
を

専
門
と
す
る
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
が

発
足
し
た
こ
と
で
、
「
官
・

民
・
学
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
四
者
が

一
体
」（
松
山
理
事
）
と
な
っ

た
動
き
が
広
が
っ
て
い
き
そ

う
な
気
配
だ
。
フ
ェ
ロ
ー
シ

ッ
プ
の
応
募
・
選
考
で
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
日
本
大
使
館

や
在
日
米
大
使
館
が
協
力
を

し
て
い
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
活
動
が
具

体
的
な
成
果
と
な
っ
て
表
れ

る
の
は
、
早
く
て
五
!
十
年

後
。
松
山
理
事
は
「
フ
ェ
ロ

ー
シ
ッ
プ
修
了
者
た
ち
に

は
、
次
世
代
の
知
日
派
と
な

っ
て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
戻
っ
て

き
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
米

政
府
や
国
際
機
関
の
重
要
ポ

ス
ト
で
働
け
る
人
物
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が

私
た
ち
の
願
い
」
と
、
夢
を

描
い
て
い
る
。

中
国
の
台
頭
や
日
本
経
済
の
長
期
低
迷
に
よ
っ

て
、
米
国
の
知
識
層
の
間
で
日
本
に
対
す
る
関
心
が

低
下
し
、
「
知
日
派
」
の
数
が
減
少
し
始
め
て
い

る
。
こ
れ
に
危
機
感
を
持
っ
た
日
本
人
の
有
志
が
ワ

シ
ン
ト
ン
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
団
体
）
を
立
ち

上
げ
、
若
手
知
日
派
の
育
成
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
活
動
に
賛
同
す
る
日
本
の
大
学
が
、
#
知
日
派

予
備
軍
$
の
米
国
の
若
者
を
受
け
入
れ
る
ケ
ー
ス
も

出
て
お
り
、
次
第
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

（
ワ
シ
ン
ト
ン
・
早
川
俊
行
）

堀江前社長ら５人告発
ラ
イ
ブ
ド
ア
の
粉
飾
決
算
事
件
で
、
二
○
○
四
年
九
月
期
に
約
五
十
三
億
四
千
七
百
万
円
を
粉
飾
し
た
と
し
て
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
は

十
三
日
夕
、
証
券
取
引
法
違
反
（
有
価
証
券
報
告
書
の
虚
偽
記
載
）
容
疑
で
、
前
社
長
堀
江
貴
文
容
疑
者（
３３
）ら
五
人
と
法
人
と
し
て
の
ラ
イ
ブ

ド
ア
を
東
京
地
検
特
捜
部
に
告
発
し
た
。
ほ
か
に
告
発
さ
れ
た
の
は
、
前
取
締
役
宮
内
亮
治（
３８
）、同
岡
本
文
人（
３８
）、前
執
行
役
員
中
村
長
也

（
３８
）、取
締
役
熊
谷
史
人（
２８
）の
四
容
疑
者
。
特
捜
部
は
先
月
二
十
二
日
、
同
容
疑
で
五
人
を
逮
捕
・
再
逮
捕
し
て
お
り
、
拘
置
期
限
の
十
四

日
、
五
人
と
同
社
の
刑
事
処
分
を
決
め
る
。

０４
年
決
算
で
粉
飾
に#
貸
株
$売
却
益

法
人
の
ラ
イ
ブ
ド
ア
も

堀江貴文容疑者

調
べ
に
よ
る
と
、
堀
江
容

疑
者
ら
は
ラ
イ
ブ
ド
ア
の
○

四
年
九
月
期
連
結
決
算
で
、

携
帯
電
話
販
売
会
社
な
ど
二

社
の
買
収
に
伴
っ
て
発
行
し

た
自
社
株
を
、
傘
下
の
投
資

事
業
組
合
を
使
っ
て
、
香
港

の
証
券
会
社
を
経
由
し
て
売

却
。
こ
の
う
ち
約
三
十
七
億

六
千
七
百
万
円
の
売
却
益
を

会
計
基
準
に
反
し
て
売
り
上

げ
に
計
上
し
た
。

堀
江
容
疑
者
が
保
有
し
、

投
資
組
合
に
「
貸
株
」
と
し

て
提
供
さ
れ
た
自
社
株
計
五

千
株
の
売
却
益
約
八
億
五
千

万
円
も
含
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
子
会
社
化
す
る

予
定
だ
っ
た
消
費
者
金
融

「
ロ
イ
ヤ
ル
信
販
」
な
ど
二

社
の
預
金
十
五
億
八
千
万
円

を
ラ
イ
ブ
ド
ア
と
グ
ル
ー
プ

会
社
に
付
け
替
え
た
。

こ
う
し
て
、
堀
江
容
疑
者

ら
は
三
億
円
余
り
あ
っ
た
連

結
決
算
の
経
常
赤
字
を
、
約

五
十
億
三
千
四
百
万
円
の
経

常
黒
字
と
偽
装
。
約
五
十
三

億
四
千
七
百
万
円
を
粉
飾
し

有
価
証
券
報
告
書
を
関
東
財

務
局
に
提
出
し
た
疑
い
。

監
視
委
は
先
月
、
堀
江
容

疑
者
ら
四
人
と
ラ
イ
ブ
ド

ア
、
関
連
会
社
「
バ
リ
ュ
ー

ク
リ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
」（
現
ラ

イ
ブ
ド
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
）
の
二
社
を
同
法
違
反（
偽

計
取
引
、
風
説
の
流
布
）
容

疑
で
告
発
、
特
捜
部
が
起
訴

し
て
い
る
。

「「次次世世代代のの知知日日派派」」育育成成急急げげ
米米
国国

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
就
職
支
援
を
展
開

ライブドアとライブドアマーケティング
の上場廃止決定について会見する東京証
券取引所の西室泰三社長＝１３日夜、東京
都中央区日

本
の
大
学
が!
予
備
軍
"受
け
入
れ

東
京
証
券
取
引
所
は
十
三

日
、
マ
ザ
ー
ズ
上
場
の
ラ
イ

ブ
ド
ア
と
関
連
会
社
ラ
イ
ブ

ド
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
四

月
十
四
日
付
で
上
場
廃
止
に

す
る
と
発
表
し
た
。

証
券
取
引
等
監
視
委
員
会

が
証
券
取
引
法
違
反
（
有
価

証
券
報
告
書
の
虚
偽
記
載
）

容
疑
で
前
社
長
の
堀
江
貴
文

容
疑
者
ら
と
、
法
人
と
し
て

の
ラ
イ
ブ
ド
ア
を
告
発
し
た

こ
と
を
受
け
、
不
正
が
上
場

廃
止
基
準
に
抵
触
す
る
組
織

的
か
つ
悪
質
な
行
為
と
判
断

し
た
。

東
証
は
堀
江
容
疑
者
ら
の

最
初
の
逮
捕
後
、
両
銘
柄
を

一
月
二
十
三
日
付
で
上
場
廃

止
の
恐
れ
の
あ
る
「
監
理
ポ

ス
ト
」
に
指
定
。
今
回
の
決

定
を
受
け
、
三
月
十
四
日
付

で
「
整
理
ポ
ス
ト
」
に
移

す
。
四
月
十
三
日
ま
で
同
ポ

ス
ト
で
一
カ
月
間
売
買
を
行

っ
た
後
、
上
場
が
廃
止
さ
れ

市
場
で
の
取
引
が
不
可
能
に

な
る
。（
９
面
に
関
連
記
事
）

ラ
イ
ブ
ド
ア
は
十
三
日
、

臨
時
株
主
総
会
を
六
月
中
旬

に
開
き
、
平
松
庚
三
社
長
ら

執
行
役
員
三
人
を
新
た
な
取

締
役
候
補
と
し
て
提
案
す
る

と
発
表
し
た
。
証
券
取
引
法

違
反
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た

熊
谷
史
人
容
疑
者
ら
現
取
締

役
三
人
は
い
ず
れ
も
辞
任
す

る
。
ラ
イ
ブ
ド
ア
が
同
法
違

反
の
疑
い
で
告
発
さ
れ
た
こ

と
な
ど
を
受
け
、
取
締
役
を

す
べ
て
入
れ
替
え
て
事
件
へ

の
責
任
を
明
確
に
す
る
。
代

表
権
は
平
松
社
長
が
持
つ
と

み
ら
れ
、
社
外
取
締
役
も
選

任
す
る
方
向
で
調
整
し
て
い

る
。取

締
役
候
補
は
平
松
社
長

の
ほ
か
、
清
水
幸
裕
上
級
副

社
長
、落
合
紀
貴
副
社
長
。

ラ
イ
ブ
ド
ア
株
、上
場
廃
止
に

４
月
１４
日
付
東
証
決
定

証取法違反で
監視委員会

政
府
は
十
三
日
、
在
日
米

軍
再
編
に
関
し
、
当
初
の
方

針
通
り
今
月
末
の
最
終
報

告
策
定
を
目
指
す
一
方
、
策

定
前
に
地
元
調
整
を
終
え

る
こ
と
を
事
実
上
断
念
し

た
。十

二
日
の
山
口
県
岩
国
市

の
住
民
投
票
で
米
空
母
艦
載

機
の
岩
国
基
地
移
転
反
対
が

多
数
を
占
め
た
ほ
か
、
普
天

間
飛
行
場
の
キ
ャ
ン
プ
・
シ

ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
移
設
に
沖
縄

県
や
名
護
市
な
ど
が
反
発
し

て
い
る
た
め
。
説
得
作
業
は

最
終
報
告
後
も
継
続
す
る

が
、
地
元
の
反
発
が
さ
ら
に

強
ま
る
の
は
必
至
だ
。

小
泉
純
一
郎
首
相
は
十
三

日
昼
、
記
者
団
に
、
岩
国
市

の
住
民
投
票
結
果
に
つ
い
て

「
ど
こ
で
も
、
賛
成
か
反
対

か
と
言
え
ば
反
対
だ
」
と
指

摘
。
そ
の
上
で
、
三
月
末
の

最
終
報
告
策
定
方
針
に
つ

い
て
「
変
わ
り
は
な
い
」
と

言
明
し
た
。
夜
に
は
「
で
き

る
だ
け
努
力
し
た
い
」
と
発

言
を
微
妙
に
修
正
し
た
が
、

日
米
協
議
の
経
緯
か
ら
最
終

報
告
の
策
定
が
大
幅
に
遅

れ
る
こ
と
は
な
い
と
み
ら
れ

る
。自

民
党
の
武
部
勤
幹
事
長

も
昼
の
記
者
会
見
で
、
「
安

全
保
障
の
責
任
は
国
に
あ

る
」
と
、
政
府
方
針
を
支
持

し
た
。

政
府
は
、
最
終
報
告
を
ま

と
め
る
関
係
閣
僚
に
よ
る
日

米
安
全
保
障
協
議
委
員
会

（
２
プ
ラ
ス
２
）
に
つ
い

て
、
月
末
に
都
内
で
開
催
す

る
方
向
で
米
側
と
調
整
し
て

い
る
。
米
側
は
ラ
ム
ズ
フ
ェ

ル
ド
国
防
長
官
と
シ
ー
フ
ァ

ー
駐
日
大
使
が
出
席
す
る
見

通
し
だ
。
地
元
調
整
を
め
ぐ

っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
航
空

自
衛
隊
司
令
部
が
移
転
す
る

米
軍
横
田
基
地
を
抱
え
る
東

京
都
や
同
瑞
穂
町
、
岩
国
基

地
の
地
元
・
山
口
県
や
由
宇

町
が
条
件
付
き
で
容
認
の
姿

勢
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

米
軍
レ
ー
ダ
ー
が
配
備
さ
れ

る
空
自
車
力
分
屯
基
地
が
あ

る
青
森
県
で
も
容
認
に
向
け

た
動
き
が
あ
る
。

し
か
し
、
関
係
五
十
五
自

治
体
の
ほ
と
ん
ど
は
「
地
元

に
相
談
な
く
決
め
た
」
と
依

然
反
発
し
て
い
る
。
政
府
は

今
週
後
半
以
降
、
先
に
ハ
ワ

イ
で
開
催
さ
れ
た
審
議
官
級

協
議
の
結
果
を
地
元
に
報
告

し
、
理
解
を
求
め
る
方
針
だ

が
、
直
ち
に
同
意
が
得
ら
れ

る
状
況
に
は
な
い
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

米軍再編「
米
国
の
重
要
ポ
ス
ト
で
活
躍
す
る
次
世
代
の
知
日
派
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と

語
る
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
松
山
幸
子
広
報
担
当
理
事＝

ワ
シ
ン
ト
ン
市
内
で

同
意
得
ず
最
終
報
告
へ

政
府

策
定
前
の
地
元
調
整
は
断
念

英
政
府
、移
民
受
け
入
れ
に
点
数
制

キ
ト
ラ
古
墳
、石
室
は
高
い
密
閉
性

預
言
者
風
刺
画
問
題
を
考
え
る
（
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
）

岩
国
住
民
投
票
／
国
の
安
保
優
先
し
既
定
方
針
貫
け
（
社

説
）

ラ
イ
ブ
ド
ア
現
取

締
役
が
総
退
陣

１４ ４

３０

２０

３０

４０

#
東
の
富
士
山
$
と
呼
ば
れ
る
筑
波

山
（
茨
城
県
）
の
梅
林
も
、
半
月
遅
れ

で
見
ご
ろ
を
迎
え
た
と
紹
介
（
小
紙
十

二
日
付
）
さ
れ
た
よ
う
に
、
各
地
か
ら

梅
の
便
り
。
気
流
子
も
、
友
人
か
ら
頂

い
た
紅
梅
を
一
輪
挿
し
に
し
て
、
よ
う

や
く
訪
れ
た
春
の
す
が
す
が
し
い
香
り

を
楽
し
ん
で
い
る
▼
花
は
パ
ッ
と
華
や
い
だ
雰
囲
気

の
桜
も
い
い
が
、
寒
さ
に
縮
む
他
の
花
木
に
先
駆
け

て
静
か
に
ほ
こ
ろ
び
咲
い
て
春
の
喜
び
を
告
げ
る
、

そ
の
奥
ゆ
か
し
さ
も
愛
し
い
。＜

梅
一
輪
い
ち
り
ん

ほ
ど
の
あ
た
た
か
さ＞

（
嵐
雪
）
で
あ
る
▼
上
代
の

万
葉
集
で
は
、
桜
よ
り
も
梅
を
詠
ん
だ
歌
の
方
が
は

る
か
に
多
い
と
い
う
。
中
古
の
時
代
に
入
っ
て
も
、

花
と
い
え
ば
梅
を
指
し
た
。
紀
貫
之
は＜

人
は
い
さ

心
も
し
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
香
（
か
）
に
匂

（
に
ほ
）
ひ
け
る＞

（
古
今
集
）。清
少
納
言
の
枕
草

子
も
「
木
の
花
は
濃
き
も
薄
き
も
紅
梅
」
と
書
き
残

し
て
い
る
▼
梅
は
、
花
と
香
り
だ
け
が
魅
力
で
は
な

い
。
古
く
中
国
か
ら
渡
来
し
た
花
木
は
、
そ
の
果
実

も
漢
方
で
薬
用
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
ウ
メ
の
語
源

は
、
最
初
に
渡
来
し
た
薬
用
の
実
の
方
で
烏
梅
（
ウ

メ
イ
）
と
言
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
も
▼
梅
の
実

は
、
わ
が
国
に
来
て
梅
干
し
と
い
う
、
健
康
食
品
に

し
て
保
存
食
品
に
も
。
焼
酎
と
氷
砂
糖
に
漬
け
て
梅

酒
に
も
加
工
さ
れ
て
、
こ
ち
ら
も
健
康
酒
と
い
う
誠

に
重
宝
な
食
品
に
変
身
す
る
▼
こ
の
ほ
か
観
賞
用
に

盆
栽
と
し
て
も
、
白
、
淡
紅
、
紅
な
ど
の
花
色
の
ほ

か
、
一
重
咲
き
、
八
重
咲
き
、
し
だ
れ
性
な
ど
多
く

の
改
良
品
種
も
。
古
く
か
ら
愛
さ
れ
て
き
た
多
彩
な

魅
力
は
、
奥
行
き
が
深
い
。

）銀行間直物翌日（東東
京京
円円
ドド
ルル
相相
場場

（１３日） 空所に入る単語はどれでしょう。

One pair of heels is often worth two
pairs of ( ).

（逃げるが勝ち）

１）runners ２）hands ３）feet
（答えは３面に掲載）

＝円渡し、１㌦
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－８３

午後５時
現 在

０．５９円安）
１１８．７５
１１９．０８
１１８．８６

（前日比
高 値
安 値
中 心 値
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